
株主メモ

事 業 年 度 毎年3月１日から翌年2月末日まで
期末配当金受領株主確定日 毎年2月末日
中間配当金受領株主確定日 毎年8月31日
定 時 株 主 総 会 毎年5月開催
株 主 名 簿 管 理 人 株式会社アイ・アールジャパン
同 連 絡 先 株式会社アイ・アールジャパン 証券代行業務部

〒100-6026 東京都千代田区霞が関三丁目2番5号
TEL.0120-975-960（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所第一部市場
公 告 方 法 電子公告

当社ホームページ（http://www.ait-jp.com/）に掲載いたします。
ただし、電子公告によることができないやむを得ない事由が生じた
場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

● 株主優待制度に関するお知らせ

株主の皆様の日頃のご支援に感謝するとともに、当社株式への投資魅力を高
め、より多くの方々に当社株式を保有していただくことを目的として、平成26
年2月期より、株主優待制度を導入いたしました。

ご注意
1. ‌�株主様の住所変更、その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関

（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。
株主名簿管理人（株式会社アイ・アールジャパン）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2. 未受領の配当金につきましては、株式会社アイ・アールジャパン 証券代行業務部でお支払いいたします。

対象となる株主様
毎年2月末日現在の当社株主名簿に記載または
記録された1単元（100株）以上を保有されてい
る株主様を対象といたします。

ホームページのご案内

http://www.ait-jp.com/

サービス情報・IR情報など、
最新の情報をご覧いただけます。

エーアイテイー

西欧諸国の統治時代に建てられたコロニアル建
築が残る美しい街並みのホーチミンは、「東洋の
パリ」と称され、ベトナムきっての商業都市です。
近年では、高層ビルの建設も進んでおり、近代的
な一面もみせております。

表紙の風景 ベトナム・ホーチミン

国際物流をデザインするエーアイテイー

証券コード：9381

ベトナム・ホーチミン

第29期 年次報告書
平成27年3月1日～平成28年2月29日
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一貫輸送体制を
最大限に活かす 通関業務 国内

ロジスティクス
国際輸送
（海上・航空）

国外
（中国・ASEAN）
ロジスティクス

エーアイテイー
成長戦略

300億
円

営業収益

新たな顧客層
の拡大
昨年度から新たな顧客層の開拓に注力

既存顧客層

を図る
収益の拡大
取扱高の拡大

専門知識を有する人材の採用を実施済み

当社の新たな強みをつくる

既存顧客層

新規顧客層
【化学関連・自動車関連】など

アパレル・日用雑貨中心 アパレル・日用雑貨中心

北米
構築に着手

航路

対米国の輸出品の推移財務省貿易統計

27%

5%

2%
建設用・鉱山用機械

原動機

自動車

その他
59%

136,493

2014年

合 計

億
円 自動車の部品

8,815 億円7%
基幹産業ならではの

物流量に注目
（出典：財務省ホームページより）

2001年以降、
対米国の輸出品の

第2位を継続

アジア圏での市場拡大
日本・アジア     北米ルートの構築

日本

アジア
（中国・東南アジア）

北米

自動車部品を
はじめとした、様々な顧客の開拓
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科 目 前期末
平成27年2月28日現在

当期末
平成28年2月29日現在

流動資産 6,423 6,016
固定資産 385 351

資産合計 6,808 6,368
流動負債 1,732 1,306
固定負債 269 320

負債合計 2,001 1,626
純資産合計 4,807 4,741
負債純資産合計 6,808 6,368

株主の皆様には、平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼
申し上げます。

さて、ここに第29期（平成28年２月期）の業績と、次期（平
成29年２月期）の見通しについてご報告を申し上げます。

第29期（平成28年２月期）の業績について
当社グループは、「新規顧客の獲得」「既存顧客との取引

拡大」に向け、国際物流の提案型営業を展開し、国際貨物輸
送、通関、配送、さらに日本国内外の3PL（サードパー
ティー・ロジスティクス）案件を含めた一貫輸送の受注獲
得に注力してまいりました。

また、日用雑貨やアパレル等を中心とした従来の営業活
動を専門知識が必要な化学品業界にも拡げ、さらに自動車
業界を主とする北米に向けた輸出にも着手いたしました。

従来からの取り組みにより新規顧客との取引は順調に

た一貫輸送を通じて、顧客のコスト低減へと繋がる提案を
継続して推進してまいります。さらに北米を含めたグロー
バル物流体制の構築に取り組むとともに、昨年より着手し
た化学品業界や自動車業界への営業活動の強化を図り、取
扱高と収益の拡大に努めてまいります。

以上の状況を踏まえた上で、次期（平成29年２月期）の
通期の連結業績は、以下を見込んでおります。

（注）�平成25年3月1日付、平成25年11月1日付にて、それぞれ普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っております。第26期の期首に当該株式分割が行われ
たと仮定して、1株当たり当期純利益を算定しております。

当期末での現金及び預金を中心と
した流動資産は、資産合計の内、
94.5%を占めています。

当期末での負債純資産合計におい
て、自己資本比率（少数株主持分勘
案後）は、74.2%と高く、引き続き
財務の健全性の高い経営状態にあ
ります。

増加した一方で円安による既存顧客の在庫調整や暖冬に
より季節商品の荷動きが低迷するなど、国際貨物輸送の取
扱高は減少し収益を押し下げる結果となりました。

これらの環境により営業収益は減少したものの、利益確
保のため仕入コストの低減効果を持続させるとともに、販
売費及び一般管理費の抑制にも取り組んでまいりました。

この結果、当連結会計年度における営業収益は21,146
百万円（前年同期比3.6%減）、営業利益1,530百万円（前年
同期比7.1%減）、経常利益1,599百万円（前年同期比5.2%
減）、と前年同期を下回ったものの、当期純利益は1,042
百万円（前年同期比1.6%増）と前年同期を上回ることとな
りました。

次期の見通し
当社グループは、国際輸送、通関、国内外での3PLといっ

1株当たり当期純利益

トップメッセージ T O P  M E S S A G E

第26期 第27期 第29期
（平成28年2月期）
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●営業収益 ●経常利益 ●当期純利益 ●1株当たり当期純利益 ●連結貸借対照表 （単位：百万円）
P O I N T

1
P O I N T

2

代表取締役社長

平成29年2月期    通期業績予想

前年同期比

前年同期比

前年同期比

前年同期比

営業収益

営業利益

経常利益
親会社株主に帰属する
当期純利益

23,130百万円

1,594百万円

1,644百万円

1,100百万円

+

+

+

+

9.4％

4.2％

2.8％

5.5％

一貫輸送の提案型営業、新た な顧客層の開拓に注力。北米向け輸出にも着手。
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トピックス 株式情報／会社概要T O P I C S S T O C K  I N F O R M A T I O N  /  C O M P A N Y  P R O F I L E

株式に関する情報 所有者別株式分布状況

取締役及び監査役

株価動向

大株主

（平成28年2月29日現在） （平成28年2月29日現在）

　（平成28年5月20日現在）

発 行 可 能 株 式 総 数 53,856,000 株
発 行 済 株 式 の 総 数 19,754,400 株
株 主 数 12,460 名

株主名 持株数（株） 持株比率（%）

株式会社エイチアンドワイ 7,139,600 37.35
ビ－ビ－エイチ マシユ－ズ ジヤパン　
フアンド 1,057,900 5.53

馬上　真一 960,000 5.02
ビ－ビ－エイチ フイデリテイ ピユ－リ
タン フイデリテイ シリ－ズ イントリン
シツク オポチユニテイズ フアンド

871,100 4.56

矢倉　英一 496,400 2.60
波床　知喜 480,100 2.51
ビ－ビ－エイチ グランジヤ－ ピ－ク 
インタ－ナシヨナル オポチユニテイ－ズ 
フアンド

465,700 2.44

株式会社ドルフィンズ 412,000 2.16
ステート ストリート バンク アンド 
トラスト カンパニー 505224　 410,000 2.15

ビ－ビ－エイチ グランジヤ－ ピ－ク 
グロ－バル オポチユニテイ－ズ フアンド 327,500 1.71

(注）1. 上記のほか、自己株式640,768株を保有しております。
２. 持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

代表取締役社長
常 務 取 締 役
取 締 役
取 締 役
社 外 取 締 役

社外取締役
常勤監査役
社外監査役
社外監査役

矢倉　英一
馬上　真一
西村　司
大槻　信夫
貝塚　悦夫

松田　佳紀
清水　洋志
岡本　しのぶ
西島　佳男

会社概要 （平成28年2月29日現在）

社 名
英文社名
本 社

設 立
資 本 金
従業員数
事業内容

株式会社エーアイテイー
AIT CORPORATION
〒541-0053
大阪市中央区本町2丁目1番6号
堺筋本町センタービル15階
TEL.06-6260-3450（代表）
昭和63年2月
271,140,311円
542名（連結）、285名（単体）
貨物利用運送事業（外航海運）、貨物利用運送事業（国
際航空貨物）、航空運送代理店業、通関業、海運仲立業、
損害保険代理店業、コンテナその他輸送器具の販売並
びに輸出入、上記に付帯関連する一切の事業

金融機関
金融商品取引業者
その他の法人
外国法人等
個人・その他
自己名義株式

4.88%
0.39%
38.40%
20.71%
32.37%
3.25%

コーポレート・ガバナンス
体制の強化に
取り組んでいます。

株主の皆様への
利益還元の充実を
図っています。

経営環境の変化に迅速かつ的確に対応できる経営体制を構築し、株主の皆様の立場に立って企
業価値の増大を図ることが最大の責務と考えております。また、健全で透明性の高いコーポレー
ト・ガバナンス体制の構築は当社の企業経営上の最重要課題の一つとして位置付けております。

安定的且つ継続的な配当の実施を基本方針とし、株式上場以来、株主の皆様への利益還元を
重要課題と捉え、利益還元を充実させるための取り組みを行ってまいりました。

将来における国内外での事業展開及び経営基盤の強化を図るための内部留
保も勘案しながら、可能な限り、高い配当性向を維持させる。

年々選択いただける優待商品を増やすなど拡充を図る。

配当方針

株主優待

平成25年2月期 平成26年2月期 平成27年2月期 平成28年2月期

配当

中間配当（円） 7.00 8.00 10.00 15.00

期末配当（円） 8.00 10.00
（普通）20.00

 15.00
 （記念）20.00

年間配当（円） 15.00 18.00
（普通）30.00

30.00
（記念）20.00

配当性向（％）
〔連結〕 36.9 38.1

（普通のみ）55.9
55.0

（記念含む）93.1

優待 優待商品カタログ
掲載商品数（点） − 3 4 5 

1

T O P I C S

T O P I C S

2

(注）1. ‌�平成25年3月1日付、平成25年11月1日付にてそれぞれ1株につき2株の割合をもって株式分割を行っております。つきましては、平成26年2月期期末配当以前の1株当たりの
配当金は、それぞれの株式分割を過去に遡及して表示しております。

２. ‌平成26年2月期より、毎年2月末日現在の当社株主名簿に記載または記録された、1単元（100株）以上を保有されている株主様を対象に、株主優待を行っております。

第29回定時株主総会
（平成28年5月20日）

社外取締役2名を選任
会社の業務や取締役の
監督機能を強化
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